





































































?「?????????」。? ??? ??? ??（ ）
???





??????????????????、??ー?ー????????。??? 、 ? ? ??? ? ???????????
?。
?????、?????




???????、???????? ?。??? （ ?）?、??、 ? ? 、?｝ ? 、「?? ? ?? 」?? 。
????????、「?
???? ??? ?、?? 。 っ?? っ?、? ??」 ??。??「??」??? ? ??、 ??? ?「 」 ??? ?っ? 。??? っ??? ?? ?





????、?????????、 ??? ???? ??? 。????、 ??? っ 。?? 、 ?? ???っ ??。?? ?? ??? 、??? ??。?? ?? 。
???。???????????????、?? ? ? 。?? ? ??? ??、っ??????????。?????? ?（????）???????
???? ??、 ? ??? ???? 。「?? ?
??????、???????? ?。
????????????
???。 ???? ??? ????? ?、 、?? ?? ???。 ???? 。?? っ 、?? ????? ??。?? ? 、?? 。
????????、?????
???（??）?、?????。?「 ?? ? ? ??? ???、 ? 。?、 ??? ?? 、?? ? っ?? ???」 。
??????




































































































































自由記述の内容 子ども 老　　人 全　　体
新しい体験への喜びと戸惑い 462 66．4 56．0
一生懸命生きている姿に感動 33．1 82 2LO
実習体験のつらさ・大変さ 4．6 10．7 7．5
福祉活動への意欲 7．7 5．7 6．7
子ども・老人の人柄や態度 2．3 0．0 1．2
























男　子 女　子質　　　問　　　項　　　目 平均 SD平均 SD t検定
ユ．障害者や老人の気持ちが理解できた 2．9 0．632．9 0．62
2．手話や点字の勉強をしたい 2．5 0．613ユ 0．73 ＊　　＊
3．もっと勉強しておけばよかった 2．9 0．763．2 0．77
4．自分の思っていた体験ができなかった 2．1 0．711．8 0．84 ＊
5．わからないことはどんどん質問した 2．7 0．652．9 0．74
6．障害者や老人をすすんで援助できた 2．7 0．703．1 0．75 ＊
7．福祉の仕事をくわしく知りたい 2．7 0．703．0 0．64 ＊
8．知らないことばかりでくやしかった 2．6 0．832．5 0．80
9．実習は忙しいだけだった 1．7 0．661．6 0．59
10．障害者を理解しようとつとめた 3．3 0．563．4 0．56
11．やさしく接したので喜ばれた 3．2 0．633．3 0．61
12．将来，福祉の仕事をしたい 2．2 0．722．4 0．70
13、もっと一生懸命に実習すべきだった 2．1 0．81！．9 0．81
14．実習はお手伝いだけで不満だった 2．1 0．79L8 0．78 ＊
15．福祉の知識を学んだ 2．8 0．533．1 0．59 ＊
16．障害者を援助するのが健康な人のつとめだ 2．9 0．623．0 0．79
17．これからもボランティア活動に参加したい 2．7 0．533．1 0．72 ＊　　＊
18．単位のためだと思ってしまった L8 0．741．5 0．73
19．補助的な仕事しかさせてもらえなかった 2．5 0．902．2 0．91
20．世の中にはいろいろな人のいることがわかった 3．6 0．503．6 0．53
21．福祉で働く人の苦労が理解できた 3．5 0．693．7 0．54
22．福祉に関する授業をとりたい 2．6 0．692．9 0．74 ＊
23．自分に最後までできるか心配になった 2．6 0．802．6 1．04
24．　もっといろいろと教えてほしかった 2．8 0．722．9 0．85
25．他校の学生と情報交換できてよかった 2．2 0．832．5 0．92
26．福祉がもっと充実するとよい 3．8 0．423．8 0．39
27．　もっといろいろな種類の体験をしたい 2．9 0．643．4 0．77 ＊　　＊
28．義務感だけで実；解してしまった 2．0 0．711．7 0．73
29．もっといろいろ体験させてほしかった 2．7 0．692．9 0．96
30．言われた仕事はきちんとやった 3．3 0．613．6 0．50 ＊　　＊
31．福祉は思いやりが大切だ 3．6 0．543．7 0．55
32．介護体験を人に話したい 3．1 0．813．！ 0．82
33．早く終わればいいと思った 2．2 0．871．8 0．80 ＊
34．実習先を自由に選択させてほしかった 2．7 1．022．6 1．08
35．福祉の現場が理解できた 3．1 0．613．3 0．61
36．福祉はやりがいのある仕事だ 3．1 0．543．4 0．64 ?
37．障害者の教職に就きたい 2．2 0．672．5 0．81
38．自分に努力が足りなかった 2．5 0．562．3 0．69
39．一方的に仕事を言いつけられて不満だった 1．7 0．611．6 0．54
40．実習中に福祉の勉強をした 2．4 0．722．2 0．83
41．障害者への偏見がなくなった 3．0 0．583．3 0．65 ＊
42．もっと福祉の勉強をしたい 2．6 0．632．9 0．72
43．言われた仕事しかしなかった 2．2 0．732．0 0．70
44．実習期間が長かった 1．9 0．811．8 0．83
45．学生らしい態度で実習した 3．1 0．493．2 0．63
46．人の世話が好きになった 2．5 0．563．0 0．75
47．もっと体験して自信を持ちたい 2．7 0．653ユ 0．76 ＊　　＊
48．十分に介護してあげられなかった 2．6 0．552．5 0．75
49．介護体験が教職単位にどうして必要なのかわからない 1．8 0．741．8 0．84








































































介護等体験に関する項目 因子1 因子II 因子Ill 因子IV 因子V 共通性
1．障害者や老入の気持ちが理解できた ■　．　．　■　． 0．443113 ．曾，．■ ．　噸　●　，　唖　， 0．227556
2．手話や点字の勉強をしたい ●　●　●　●　●　． 幽　．　．　，　．　． ■　．　．　．　・　・ ，・・ 0265640
3．　もっと勉強しておけばよかった ，　D　幽　幽　レ　じ ■・ ■　・　レ　●　■　■ 0．449390
4．　自分の思っていた体験ができなかった ■　・　・　■ ．　｝　・　， 謄　騨　，　●　帥　謄 ，　参　●　●　，　■ ■　9　． 0．311710
5．　わからないことはどんどん質問した 隔　レ　■ ●　●　●　，　，　， 0．299473
6．障害者や老人をすすんで援助できた 噸　騨　の　，　，　， ●　○　●　，　，　． 一〇．554497 ●　●　・　■　■　， 隔　，　◆ 0．603958
7，福祉の仕事をくわしく知りたい 0．492836 隔　，　9　9 レ　■　．　9　の　● 0．4750940．570486
8．知らないことばかりでくやしかった ●　●　“　●　●　● 齢　｝　r　・　，　， ■　｝　，　，　， 0．358765
9．実習は忙しいだけだった 一〇．444111 レ　騨　，　●　．　， ．　．　．　．　，　， ■　．　レ　，　騨　， 謄　●　●　，　，　， 0．235686
10．障害者を理解しようとつとめた ■　■　． ■　，　， 0．368143
11．やさしく接したので喜ばれた ■　噂　噸　謄　騨 0．540110 ，　，　，　“　，　， ◆　・　．　，　，　・ 0．472067
12．将来，福祉の仕事をしたい 0．566450 ■　■　レ　レ　・ ，　，　，　．　隔　レ ■　・　■　■　■　． 0．4290310．535720
13．もっと一生懸命に実習すべきだった ．　●　●　●　●　■ ｝　，　，　■ 0．5408000．420092 0．495506
14．実習はお手伝いだけで不満だった ■　願　■　幽　． ■　．　，　．　． 0．650151 ．　．　9　9　0　， 0．474071
15．福祉の知識を学んだ ，　，　，　， 0．468339 ・　，　，　■ ○　○　●　，　，　■ 0．308221
16．障害者を援助するのが健康な人のつとめだ 願　■　■　レ　レ　「 0　9　隔　．　レ　レ ■　，　，　，　● ，　，　●　．　●　， 0．186989
17．これからもボランティア活動に参加したい 0．588503 ■　●　■　，　■ ●　，　■　曾　■　， 0．500513
18．単位のためだと思ってしまった 一〇．694937 ■　昌　脚　■　の　● ■　．　．　9　●　9 ■　．　．　． 9　9　●　・　参　・ 0．533079
19．補助的な仕事しかさせてもらえなかった 一〇．400928 0．603696 ，　5　■　． 0．607197
20．世の中にはいろいろな人のいることがわかった 唖　o　■　，　唖　， ，　，　■　◆　◆　9 ．　．　レ　．　，　レ ■　．　，　，　・　● 9　◆　●　．　●　， 0．221220
21．福祉で働く人の苦労が理解できた ．　幽　．　◆　・　噸 0．520909 の　の　．　●　●　■ ●　，　■　曾　e　， 0．394283
22．　福祉に関する授業をとりたい 0．686489 の　●　・　，　，　． ●　，　，　●　●　■ 曾　，　■　■　■　9 隔　．　◆ 0．544273
23．自分に最後までできるか心配になった 9　ゆ　●　の　「　・ ，「，，， 0．416486 ■　．　■　■　■　． 隔　，　◆　●　● 0．347269
24．　もっといろいろと教えてほしかった 凸　「　凸　幽　レ　レ ｝　，　，　■ ○　●　・　・　■　■ 0．589976 弔　．　．　●　r　・ G．402252
25．他校の学生と情報交換できてよかった ．　．　．　．　．　● ●　◆　●　●　，　． ●　，　●　，　■　■ ■　．　．　． ．　●　，　，　■　曾 0．150651
26，福祉がもっと充実するとよい ■曾■■■ ■o ■　勝　，　■ 0．091971
27．　もっといろいろな種類の体験をしたい 0．584361 ■　．　． 「　帥　r　■　■ 0．503711
28．義務感だけで実習してしまった 一〇．598991 ■　，　◆　，　・　● 0．457189 ．　．　9　●　，　● 「　・　■　，　9 0．590766
29．　もっといろいろ体験させてほしかった ■，唖， ・　・　｝　■　r　曾 0．595440 o　o　．　■　騨　・ 0．398457
30．　言われた仕事はきちんとやった 謄　帥　・　・　｝　r 謄　●　，　●　．　墜 一〇．422165 ■　．　o　レ　◆　， ，曾唖 0．334717
31．禰祉は思いやりが大切だ ◆　．　「　・　◆　◆ 0．471581 05■ ．　9　9　，　●　● 0．252646
32．介護体験を人に話したい ◆　．　●　，　●　● ・　■　9　■　の　． 含　齢　，　■　■ ，5■■ 0．272519
33．早く終わればいいと思った 一〇．690311 ■　■　，　，　，　● ．　○　●　●　●　● 9　，　，　●　，　， 0．534015
34、実習先を自由に選択させてほしかった ■　■　●　，　・　， ・　曾　r　■　， ．　．　願　9　9　， ■　．　．　，　， 0．164308
35．福祉の現場が理解できた 0．4394340．402911 9　9　◎　レ　レ　・ ■　騨　， 0．245928
36．　福祉はやりがいのある仕事だ 0．483025 9　●　電　．　◆　， ■　●　． 0．299212
37．障害者の教職に就きたい 0．567359 ■　■　． レ　，　■　．　■　唖 0．387043
38．自分に努力が足りなかった 0．560105 ・，■■ 0．360140
39．一方的に仕事を言いつけられて不満だった 一〇．539306 の　●　○　●　・　， ■　・　，　，　， 齢　｝　曾　■　，　■ 0390002
40．　実習中に福祉の勉強をした ・　r　帥　，　，　■ ．　．　脚　9　9　． 願　．　・　●　・　● 0246288
41．障害者への偏見がなくなった ●　●　●　●　，　● ●　●　，　●　○　含 ■　．　．　．　■　・ ■・，，， 0．324342
42．　もっと福祉の勉強をしたい 0．737458 ，　●　，　，　，　， ◆　9　．　．　●　レ ■　9　，　●　● 0．680158
43．言われた仕事しかしなかった ．　．　騨　，　●　● ■　■　，　■　，　． 0．436541 ，　・　，　■　■ 0．329740
44．実習期間が長かった 一〇．588792 ■　●　■　，　， …　　　　　謄　●　r ．　◆　9　●　●　● 0．407383
45．学生らしい態度で実習した ．　の　噸　●　●　● 一〇．451881 ●　●　，　●　，　， ，曾e■，， 0．267597
46．人の世話が好きになった 0．4919370．518535 ●　●　謄　齢　・　， 含　r　・　，　，　， 0．588894
47．　もっと体験して二士を持ちたい 0．639171 ●　，　，　■　．　｝ ．　．　■　．　，　． ・　9　・　レ　ウ　． ◆　●　●　●　帥　｝ 0．641802
48．十分に介護してあげられなかった ，　，　■　，　， 「　，　●　●　●　○ 0．621757 9■・o・9 ■　・　●　●　■　曾 0．406775
49．介護体験が教職単位にどうして必要なのかわからない ■　●　，　●　，　● ・　9　■　．　■　「 0．204645
50．体験記録をきちんとつけた ●　■　r　■　・　■ ■　●　0　9　・　● ，，，， ■　．　■　■　■　． ●　●　・　P　●　・ 0．154137
因　子　寄　与 7．1649653．9124183．5255382．8453191．493054 o　，　●　・　齢　，
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　因子IIは，「11。やさしく接したので喜ばれた」，「21。福祉で働く人の苦労が理解できた」，
「46。人の世話が好きになった」，「36。福祉はやりがいのある仕事だ」，「31。福祉は思いやりが
大切だ」などが含まれる。
　因子IIIは，「48e十分に介護してあげられなかった」，「38。自分に努力が足りなかった」，「13。
もっと一生懸命に実習すべきだった」，「28。義務感だけで実習してしまった」，「6。障害者や老
人をすすんで援助できた（一）」などが含まれる。
　因子Nは，「14。実習はお手伝いだけで不満だった」，「19。補助的な仕事しかさせてもらえな
かった」，「29eもっといろいろ体験させてほしかった」，「24。もっといろいろ教えてほしか？
た」などが含まれる。
　因子Vは，「7。福祉の仕事をくわしく知りたい」，「12e将来，福祉の仕事をしたい」などが
含まれる。
　各因子を構i成している項目の基礎データを見ると，因子1は福祉への前向きな姿勢，因子IIは
福祉に求められる人間観，因子IIIは実習に対する自己反省，因子Wは期待が満たされなかった不
満感，因子Vは福祉職への興味をそれぞれ説明しているものと思われる。この結果から，「介護
等体験」実習後の意識構造は，以下の因子構造（KAIGO）で説明できると思われる。
1思いやりの実感』……・Kindness…・………・因子II
『将来への自己像』……　Attitude…　　　　因子1
『自己反省・内省』……　　Introspection……　因子III
『実習への不満感』……・　Grievance………　因子IV
『福祉職への接近』……　Occupation………　因子V
　一方，基礎データでは平均値が高いにもかかわらず，因子分析では共通性が低く，5因子構造
から外れた項目が存在する。たとえば「26。福祉がもっと充実するとよい」，「20。世の中にはい
ろいろな人のいることがわかった」，「10e障害者を理解しようとつとめた」などである。これら
の項目については，今後の検討課題としたい。また，共通性の低い項目を除いて再度の因子分析
を試みたところ，基本的な因子構造に変化は認められないが，各因子を構成する項目のいくつか
に他因子への移動が見られた。その詳細については，これも今後の検討課題としたい。
　教職課程に「介護等体験」実習が組み入れられて3年が経過した。我々教員は，当初の未知の
指導から模索しながらも新たな進展を求められるようになった。大学側と受け入れ施設側との連
携により，体験実習は学生自身のなかで深い感動と大きな戸惑いを含んだ意味ある内容に終わっ
たものと思われる。学生側の問題点（受動的，甘え等）も指摘されるなかで，実習生を受け入れ
　52
る施設側と送りだす大学側双方の姿勢も，もう一度問いなおされる必要性が感じられる。教育の
本質や教員の資質が再認識される現代こそ，教職を目指す学生を取り巻く環境がさらに充実した
ものであってほしいと願うものである。
　本研究は，その一端を担う意図をもっている。今後とも，我々は「介護等体験」実習を「教育
実習」と同様に重要な教育科目と位置づけ，さらに研究を進めていきたいと考えている。
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